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令和６年度 静岡県立科学技術高等学校第２回学校運営協議会議事録 
 

開 催 日 時 令和６年10月26日（土）午前10時00分から正午まで 

開 催 場 所 静岡県立科学技術高等学校 応接室 

委 員 

追分 敏則（長沼２区町内 会長）御出席 

佐藤 克彦（いなば食品株式会社 静岡業務部部長） 御欠席 

永井 真千子（元本校ＰＴＡ副会長、元本校後援会理事）御欠席 

平井 康正（本校卒業生保護者） 御出席 

会 長 増田  一（静岡科学館「る・く・る」次長）御出席 

副会長 三倉 和彦（静岡県発明協会事 務局長）御出席 

室伏 春樹（静岡大学教育学部 講師） 御欠席 （五十音順） 

学 校 
校長 小野  聡    副校長 田中  学  

教頭 今野 由季子   教頭 長田 正文  事務長 鈴木 章司 

傍 聴 者 なし 

協 議 資 料 

令和６年度科学技術高等学校 学校案内パンフレット 

静岡県立科学技術高校 蒼穹祭パンフレット 

令和５年度卒業生 都道府県別国公立大学合格実績 

備 考  

 

１ 校長挨拶 

前回の会合は、学校の概要の説明や、施設の見学をしていただいた。本日は、日頃の

課題研究、部活動の発表など、生徒の生き生きした様子をご覧いただきたい。 

 

２ 蒼穹祭の概要説明（副校長） 

パンフレットに沿って展示場所等を説明した。 

 

３ 蒼穹祭の見学（自由見学）90分 

 

４ 研修（懇談） 

出席委員が、一人ずつ蒼穹祭を見学しての感想・助言を述べた。 

増田 会長 

部活動の展示について、生花や、美術など、心休まるところがあって良い。生徒

が展示を大変一生懸命やっているのが伝わり、また科学技術（テクノロジー）と文

化が両輪となっていると感じる。 

手で物を掴むロボットは最も感動した。微妙な感覚が再現され、隣にいた小さな

女の子も感動していた。生徒自身が丁寧に仕組みを説明している点も良かった。 

 

三倉 副会長 

近隣の方に校内を見ていただくには、文化祭は大変良い機会である。 
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文化祭の展示は、普通高校と違い、学科の特徴が出ていて良かった。 

製図の実演が見られて良かった。また、ピタゴラ装置も、楽しませてもらった。 

 

追分 委員 

ここ３，４年は毎年文化祭に足を運んでいる。工業高校ならではの展示が良い。 

今回は卒業生の吉田功さんの講演を拝聴した。①何事にもチャレンジ②感謝する

心を忘れない③運のいい人と付き合うという３つの人生成功の秘訣を聞くことがで

きた。 

今年も、文化祭を楽しく見学できた。 

平井 委員 

文化祭を見るのはこれで３回目となった。実習棟の展示を初めて見た時は驚いた。

液状化の実演など、みんなで楽しくやっている。手書きのものには、学校ならでは

の良さがあると感じた。例年に比べて、今年は教室棟２階が寂しいと感じた。 

 

 

５ 諸連絡 

次回の協議会の予定は、令和７年２月14日（金）とする。 

 

次回の日程 

日 時 令和７年２月14日（金）午前10時から正午まで 

会 場 本校 

 


